
札幌市環境白書の発行にあたって

　札幌市は、かつて都市化の進展の中で冬季暖房による大気汚染や水質汚濁、さらにはスパイ
クタイヤによる粉塵汚染などの様々な環境問題を経験しましたが、これらは規制の強化や社会
資本の整備のほか市民・事業者の皆様の積極的な協力により解決を図ることができました。
　しかし、近年、環境問題は地球温暖化問題を始めとして、オゾン層の破壊、酸性雨などの地
球規模での問題や、ダイオキシン類などの化学物質による環境汚染、騒音、アスベスト問題、
ごみ問題、みどりの減少や水辺の喪失など、複雑・多様化しています。
　本市は、複雑・多様化する環境問題に対応するため、「札幌市環境基本計画」を平成10年（1998
年）に策定し、さらに、市民・企業・行政による協働が重要であることから、これらの主体の
連携による計画推進の強化を図るよう、平成17年（2005年）に改定いたしました。
　平成19年（2007年）3月には、「札幌市温暖化対策推進計画」を改定し、地球温暖化の進行に
より拡大・深刻化する環境問題に対する新たな施策展開を図り、また将来にわたる環境教育を
より一層推進するために、「札幌市環境教育・学習基本方針」を「札幌市環境教育基本方針」
として改定いたしました。このように、この基本計画を推進する具体的な施策を整えてきたと
ころです。
　今後も引き続き、札幌市のもつ恵まれた環境だけでなく、かえがえのない地球環境を保全・
創造していくため、計画に掲げたさまざまな施策を市民・事業者の皆様と行政が一体となって
着実に実行してまいります。
　この白書では、本市の環境の状況と環境基本計画に基づく施策の進捗状況を掲載しておりま
す。
　本書が皆様に広く活用され、環境保全に関してさらにご理解を深めていただくとともに、札
幌の「環境」を市民・事業者・行政が共に考え、行動する上でお役に立てば幸いです。
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